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 要旨：沖縄地方に移入・定着した Macrochlamys sp. は在来種であるベッコウマイマイに負の影

響を与えることが明らかになった．在来生態系に大きな影響をもたらす危険性の高い種だと言え，

駆除に向けた早急な取り組みが必要であると考えられる．
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１． 背景

　近年，交通手段の発達と物流の著しい増大に伴い，

世界各地の動植物が容易に他地域へ移動するように

なった．増加する生物の人為的移入は，在来生態系の

かく乱，農作物への食害，人への健康被害などの原因

となることが指摘されている．本研究で着目する日本

における外来軟体動物では例えば，世界の侵略的外来

種ワースト 100 の一つである南米原産のスクミリンゴ

ガイが稲苗や在来種に対して悪影響を及ぼすことが懸

念されている（松隈，2005）．また，世界自然遺産に

登録されている小笠原諸島において，移入したヤマヒ

タチオビガイ・アフリカマイマイ・オキナワウスカワ

マイマイが小笠原固有の種類の個体数減少を引き起こ

していることが示唆されている（冨山，1998；下拓也，

私信）．外来生物法の施行等，その危険性への認識は

高まっていると考えられるが，近年になってもヒメリ

ンゴマイマイ・イスパニアマイマイ・マダラコウラナ

メクジ・ベージュイロコウラナメクジなど複数の軟体

動物種の移入・定着が報告されている．一度既存の生

態系に根強く組み込まれてしまうと，その後の駆除は

困難になるため早期の対策が望まれるが，そのために

は危険性の評価・駆除方法の検討が必須であると考え

られる．

　Macrochlamys sp.（図１）も近年に移入した種のひ

とつである．東南アジアから移入したと考えられるこ

の種は，2003 年以降沖縄県や本州の温暖域での発見

報告がある（上島，2009；早瀬ほか，2009）．沖縄地

方は，その地理的・地誌的特徴から豊かで多様なカタ

ツムリ相が形成されており，保全上重要な地域である．

そこで本研究では，Macrochlamys sp. が沖縄地方の在

来種に与える影響を調べることを目的とした．

図１．外来種Macrochlamys sp.
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２． 在来種ベッコウマイマイへの影響

　2014 年５月沖縄本島名護市にて，Macrochlamys 

sp. （殻径 19-27 mm）と在来種ベッコウマイマイ（殻

径 16-20 mm）の成熟個体の採集を行った．採集

後，500ml のプラスチック容器にて１週間個別に飼

育し，実験環境（約 25. ５℃，約 60%RH）に慣れさ

せた．その後，３グループのペア：グループ（１）

Macrochlamys sp. ２個体，（２）ベッコウマイマイ２個

体，（３）Macrochlamys sp. １個体＋ベッコウマイマイ

１個体，をランダム抽出個体を用いて作成し，各ペ

アをそれぞれプラスチック容器（500ml）にて 30 日

間飼育し生存率を測定した．グループ１・２は 20 ペ

ア，グループ３は 40 ぺア作成し，ペア内の観測個体

はランダムに決定された．グループ３の観測個体は両

種とも 20 個体ずつとした．容器に湿らせたペーパー

タオルを敷き湿度を保ち，その上に充分量のエサ（燕

麦の粉末・動物性タンパク質・炭酸カルシウムの混合

物）を与える形で飼育した．観測個体の生存確認は毎

日，容器清掃とエサの補充は６日毎に行った．観測個

体とペアを形成している個体が死亡した場合は新規個

体を追加した．生存率の解析には，Kaplan-Meier 推定

法の下で log-rank テストを用いた．

　各グループにおける生存率を図２に示した．移入種

である Macrochlamys sp. は共存個体の種に関わらず高

い生存率を示した．一方，在来種のベッコウマイマイ

は Macrochlamys sp. とともに飼育することで，生存率

が有意に低下した．与えられたエサの量は充分であっ

たことを考慮すると，この生存率低下は消費型競争で

はなく種間の干渉作用により引き起こされたと考える

のが妥当であるだろう．実際，雑食性のカタツムリに

おいて種間干渉の報告は複数あり，這い跡に残る粘

液や直接的な攻撃を介して生じている（e.g., Cameron 

and Carter, 1979; Kimura and Chiba, 2010）．今回見られ

た負の影響は，外来種から在来種への方向のみの非対

称なものであった．また，今回用いたベッコウマイマ

イよりも小さい在来種は多数分布しており，より強い

影響を受ける可能性もある．これらの知見から，沖縄

地方に移入・定着した Macrochlamys sp. は，在来生態系

に大きな影響をもたらす危険性の高い種だと言え，駆

除に向けた早急な取り組みが必要であると考えられる．

３． 現地における認識

　実験用個体の採集時に，現地における外来種

Macrochlamys sp. への認識に関する予備的な調査を

行った．「外来種である」という認識を持っている方

は少数であり，「山の方にいるやつ」が増えて困惑し

ている場合が多いようである．この「山の方にいる」

種というのは在来種であり，ベッコウマイマイ類のこ

とだと推測される．多くの外来種問題においてと同様

であるが，この事例においても在来種との区別法を含

め外来種への認識を確立する教育システムが必要であ

ることが判る．
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